
３．肝疾患診療体制の整備、医師等に対する研修、３．肝疾患診療体制の整備、医師等に対する研修、
相談体制整備などの患者支援相談体制整備などの患者支援 等等 ７７億円（億円（ ８億円）８億円）相談体制整備などの患者支援相談体制整備などの患者支援 等等 ７７億円（億円（ ８億円）８億円）

●● 診療体制の整備診療体制の整備●● 診療体制の整備診療体制の整備

・都道府県においては、中核医療施設として「肝疾患診療連携拠点病院」を
整備し 患者 キャリア等からの相談等に対応する体制（相談センター）整備し、患者、キャリア等からの相談等に対応する体制（相談センタ ）
を整備。

●● 肝硬変・肝がん患者に対する心身両面のケア、医師に対する肝硬変・肝がん患者に対する心身両面のケア、医師に対する
研修の実施研修の実施研修の実施研修の実施

・肝疾患診療連携拠点病院においては、肝疾患相談センターで肝硬変・肝がん
患者を含めた患者 家族等に対する心身両面のケアを行うとともに 医師等患者を含めた患者、家族等に対する心身両面のケアを行うとともに、医師等
の医療従事者に対する研修等を実施。

・肝炎情報センターにおいては、肝疾患に関する各種の情報提供、拠点病院の
医療従事者に対する研修、その他の支援を実施。

肝疾患診療連携拠点病院

【都道府県に原則１カ所】

① 肝疾患に係る一般的な医療情報の提供① 肝疾患に係る一般的な医療情報の提供

② 都道府県内の医療機関等に関する情報の収集や提供

③ 医療従事者や地域住民を対象とした研修会や講演会の開催や肝疾患③ 医療従事者や地域住民を対象とした研修会や講演会の開催や肝疾患

に関する情報支援

※ 都道府県における肝炎検査後肝疾患診療体制に関するガイドラインより

④ 肝疾患に関する専門医療機関と協議の場の設定

〔〔４６道府県６７施設４６道府県６７施設〕〕
（平成23年2月1日現在）



肝炎情報センターの役割肝炎情報センターの役割

③研修機能

肝疾患診療連携拠点病院等の医療従事者
に対する研修の企画 立案 推進

拠点病院によるネットワーク

医療機関に対する研修の企画・立案・推進
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肝炎情報センター
②拠点病院間情報共有支援

肝疾患診療連携拠点病院で構成する

援

①インターネット等による最新情報提供

肝疾患診療連携拠点病院で構成する
協議会組織の事務局機能を担うなど拠
点病院間の情報共有

医療機関

肝疾患医療に関する診療ガイドライン、肝炎診
療をめぐる国内外の情報

一般住民医療機関

医療機関
一般住民

４．国民に対する正しい知識の普及啓発４．国民に対する正しい知識の普及啓発 ２億円（２億円）２億円（２億円）

◎ 教育、職場、地域あらゆる方面への正しい知識の普及啓発◎ 教育、職場、地域あらゆる方面 の正しい知識の普及啓発
肝炎に関する正しい知識を国民各層に知っていただき、肝炎ウイルスの感染

予防に資するとともに、患者・感染者の方々がいわれのない差別を受けること
のないよう、普及啓発に努めている。

肝炎患者等支援対策事業(普及啓発部分)肝炎患者等支援対策事業(普及啓発部分) ０．９億円（１．８億円）

○ 自治体の普及啓発活動に対する補助事業

シンポジウム開催 ポスタ 作成 新聞 中吊り広告 等・ シンポジウム開催、ポスター作成、新聞・中吊り広告 等

【特】肝炎検査受検状況実態把握事業肝炎検査受検状況実態把握事業 １億円１億円【特】肝炎検査受検状況実態把握事業肝炎検査受検状況実態把握事業 １億円１億円

・ 肝炎ウイルス検査のさらなる受検促進を図るため、年齢や性別等の属性や、

検査の受検状況等に関する実態把握を行う検査の受検状況等に関する実態把握を行う。




